
        

 

接触歴※1 

陰性 

陽性 

入院等措置解除 
発症後 72 時間以内なら 
再検査（症状持続・悪化の場合） 

特定感染症指定医療機関等入院 

必要に応じ 
第 1 種感染症指定

医療機関からの 
患者移送 
【都道府県等】 

確定診断 

エボラ出血熱対策関係 
閣僚会議又は 
エボラ出血熱に関する 
関係省庁対策会議開催 

－ 対応方針確認 

厚生労働省記者発表 
1.確定患者発生の旨 
2.疑似症患者発生時に準じた内容に、

家 族 、航 空 機 同 乗 者等への対 応 を  

加える 

厚生労働省エボラ出血熱

等対策推進本部開催 
－ 対応方針確認 

患者の家族、航空機同乗者等 

患者接触等 
あり 

積極的疫学調査による接触状況等調査 
【検疫所/都道府県等/国立感染症研究所】 

最大 21 日間の健康観察等※4 
（感染症法第 15 条等） 

患者接触等 
なし 

特段の措置なし 

問診【検疫所】 

必要に応じ支援 

健康観察等解除 

2 次感染疑い発生 発熱等の症状※2 

接触から 21 日間発熱等なし 

あり 

患者の吐しゃ物等 消毒等（感染症法第 27 条）【都道府県等】 

厚生労働省記者発表（プレス投げ込み） 
・検査結果（陰性）について 

過去３週間以内の 
流行国滞在者の 

入国・帰国 

※1 接触歴：到着前 21 日以内にエボラ出血熱患者（疑いを含む）の体液等(血液、体液、吐瀉物、排泄物等)との接触あるいはエボラ出血熱発生地域(別紙)由来のコウモリ、霊長類等への直接の接触 
※2 症状：38℃以上の発熱又はその他(嘔吐、下痢、食思不振、全身倦怠感等)  
※3 エボラ出血熱の流行国からの出国後、最大 21 日間（エボラ出血熱の最大潜伏期間）、検疫所に対し、毎日、体温、症状の有無等を報告。さらにリスクに応じて具体的な対応を実施（別紙）。 
※4 患者に接触後、最大 21 日間（エボラ出血熱の最大潜伏期間）、都道府県等に対し、毎日、体温、症状の有無等を報告。 

エボラ出血熱検疫時及び国内患者発生時の全体フローチャート（暫定版） 

なし 

症状※2 

なし 

あり 

症状※2 
あり 

なし 

最大 21 日間の健康監視※3 
（検疫法第 18 条第 2 項） 

医療機関受診 
情報提供 

改善 

接触歴の詳細に応じて対応 
(別紙参照)※3 又は※4 

別添１ 

特定・第 1 種感染症 
指定医療機関 隔離・入院 

（検疫法第 14 条 
第 1 項第 1 号） 

 
移送【検疫所】 

対応期間中の 
症状※2 出現 

改善せず 厚生労働省に 

報告 
 

対応期間中の 
症状※2 出現 

あり 

なし 
対応終了 

保健所・検疫所に連絡 
自宅待機指導 

特定・第 1 種感染症指定 
医療機関入院 

（感染症法第 19 条） 
疑似症患者移送 
【都道府県等】 

疑似症患者発生 

検体送付 
【都道府県・検疫所等】 

厚生労働省記者発表 
1.疑似症者発生･検査実施の旨 
2.該当者属性 

年齢（年代）、性別、滞在国、症状、滞在国での接触歴、 
居住都道府県名/外国籍、他の感染症罹患の有無、 
入院先医療機関の所在都道府県名 

3.搭乗便名・発着地・乗客数等【入国時発症の場合】 
※入国時発症の場合は、国土交通省においても記者発表 

国立感染症研究所 
検体検査 

なし 

対応終了 

あり 


